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両親教育の 課 題 と方法
一幼児をもっ母親の学習会の効果の分析を通して一
堀 真一郎 ・金森喜久チ・中芥睦子
A Brief Study on Aims and Methods of Parent Education 
-througt、Comparisonof Intellectual and Emotional Approaches-
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( 3 ) 
表一 1 A調合!の結架 (1'.均得点と傑準偏差)
日 信 ~既ι 容 信 額 因 来 理 解
14.86:r0.46 14.18士0.46 12.82土 0.'2 11.00士 0.52 11.09士O.岨
15.同士O.胡 14.51土 O.日 13.29土0.43 11.51士0.6' 11.86士 0.50
14.38士0.81 13.50士0.88 12.曲土 0.90 10.凹企0.86 9.75土 0.66
14.刊土0.21 14.99土 0.23 13.51ま 0.20 1l.90土 0.23 11.69:10 0.21 
U.86企O.'3 14.09士0.37 12.82土 0.47 10.96士0.48 12.27土 0.42
14.50会0.52 14.07土 0.44 13.14土 0.11 11.29土 0.72 12.6‘士 O.臼
1'.50土0.78 14.13主 0.74 12.25士 0.39 10.38土0.71 11.63士 O.田



















































































く(Iiveones own Iife )。 このように育てられた子ども


















































































1il3段附(llJlド1)ー l月. 51，ij) 
Fとむのn:t性をtZうことのできる視になることにと
りくむように.テー7 をもっていった "いかえると.
Fともがn分て公っき. r:夫し.白発 (I~Jに行動しよ う
( 5 ) 
とするHふすぐにII ~L\しゃ予1I1Jけをするのでなく.そ il



































L 験群 ，.j ~ c下 2M以外
l(io]!:I 21'!1日 l凶u ~ l" U Il'.!JU 
J! fJ数 15 15 65 55 265 
fJ効flJO敬 9 13 37 Jb 72 
InJ収恥(川 60 87 57 b九 27 
-206ー
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表-3 釘育:の結果(エr・均得点と標準偏差)
l岸~項ー記Eと目5吉~L二、楳~-、i3準、面、面ごIす@ T 実 験 群 対 象 群 2群以外の母線l回目 2回目 l回目 2回目 l 回目
SD × SD SD SD SD × × × × 
権威的態度 36 4.98 34 7.54 38 5.38 38 4. 70 39 5.95 
抑圧的態度 31 5.81 29 6.30 31 5.59 32 5.29 33 5.87 
干 渉的態度 32 6.20 30 6.29 33 4.81 33 4.62 33 5.77 
愛情の 表現 37 3.28 37 3.62 36 4.16 37 3.22 37 4.35 
親の不安定 36 5.40 36 5.77 38 3.93 37 5.05 38 5.73 
母親の社会性 24 2.65 22 2.70 22 3.72 22 3.17 23 4.26 
両 父親の参加度 13 0.88 12 2.13 13 2.26 13 1.85 13 2.33 
続
の 母線の主導性 11 1.72 11 3.12 12 2.40 12 2.56 12 2.58 
関
係 両親の 一室何度 12 2.19 12 2.87 13 2.40 12 2.36 12 2.16 
〔平均値 x では数値の小さいプJが望ましい怠児〕
表-4 診断表
医空 I おおいに反対 Hだいたい反対 皿ふつう Wだいたい質成1 5 10 151 20 25 30 35 40 50 60 65 70 75 80 85 
権威的態度 ど竺f!?， _--心 会。 メ
抑圧的態度 -く~弘、 × ロ
干渉的態度









































第 l恒Itl : fI百干1l52{ド5fl (開始H与) なお.第 l阿FlI;l:幼児教主の対象児を募集した私立M
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表一5 f闘人月1)給見~ (n点のI目減)
*鋸グループ ( 2 1凶) I.~ グル句プ( 2 0 @ ) 
じl卜ドMT¥ι主明、γ、主、、国¥、主主¥ 堅各固 A 1 B 1 C 1 0 1 E 1 F 1 G 1 H 1 1 J 1 K 1 L 1 M 1 N 1 0 
20 1 20 1 20 1 18 1 15 1 15 1 11 1 10 20 1 19 1 19 1 18 1 18 1 16 1 14 
1.211.211.211.211.211.211.211.2 1，211'211，211，21 1，2 11，211，2 
楢威 的 態 度
(-9) (-3) (+1) 
34→43 35141→44 37司 36
仰圧的 態 度
(+5 ) (+2) (+3 ) 
31 -+26 32131→29 37→3. 
干渉的 態 度
(-3) (-.) (+4 ) 
28→31 39132→36 38→34 
震情 の 表 現
(-1) (-3) ( +3) 
話→37 38138 -+41 .2→39 
Z聞 の 不 安定
(+6) (-9) (-5) 
38吋 32 37141吋 5029→34 
母 4置の社会i1
(+5) (-2) (+.) 
25→20 20 118→20 25→，21 





























?として.とり あけられなかr たことも I~(凶の l っとし
て与えられる しかし lij節てのべたように. I:j税たち
の関心は子どものしつけ.教Tiなとにあり.I:j 税ilJ-lの




(+1) (0 ) (+9) (0 ) (+4) (0 ) 
45144→拍 35.... 35 23135叶 2635→35 38138→34 37→37 
(-1 ) (-1) (+2 ) (-6) 
39 40 -i'41 20127→28 27→ぉ 28131→31 32→38 
(+I) (+4 ) (+2) (+2) 




( 7 ) 
(t 2) (+2 ) (-3 ) 
41→39 3313.吋 32 35→38 .1 41→42 
(0 ) (+4 ) (H) 
41吋 41 泊 40吋 36 39->33 34135→31 
(+2) (+I ) (+1 ) 
23→21 21 拓 ->2525→24 21126....29 









アンケートのflAI人司1結果は表- "のとおりである frJ.j 
視の関係 は他の.lTI 11 と集，11・の )hl~を民にするので.得
点のm~'i成からは 1片岡持した
11::の変化(明ましい変化)をした D.F. K. L. N. 
YIよ:!tJ!iしているのは次のような特徴て。ある fl¥1市が多
いJ.r ~.J欽カ、多L 、 J . f父親を j'l定してMすJ. あらい
ざらいかくしたでなく E訴すj












いた lは みなさんは聞き l二子.本・1'にIJ1き卜，子なん
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ですよ だから近所の人に品せないようなことまでなん





B. G. J. M.の場合. 2l!.1自のアンケートに協力
したことが望ましい変化と考えられる。特に Jの場合.

















































(ロIXa)税がきっかけやヒントを与える (B，E， 1， J， K)。
，18を|封1いて理解できたが，手や日を出 して後悔して


























(b)子どもの欲しがるものを買った (A，F， L， 0)。
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協力してもらっている (J，K， 1， 0)。
(b)変化しないが，もともと父親は熱心 (H，L， N)。
内心変わってるかもしれない (M)。
































































育J.第77巻，第2号， 1:1本幼稚園協会，1978， pp.26 
-35 
4 )村山貞雄・前掲舎， p.16 
5 )村山貞雄・幼児の両親教育の研究.保育講座lO巻.
フレーベル館， 1970 
6 )村山貞維:前掲-a:. 1970， p.92 
7 )小西勝一郎 ・金森喜久子.親の教育に関する研究
(2)，本紀要第25巻. 1977. pp.193-2∞ 
8) Hereford， C.F.: Changing Pαrentα/ A ttitudes 
Through Group Disussion， 1963 
9 )大西誠一郎 :親子関係の心理，金子書房， 1971. 
pp.167-170 
10)山本興人:小学一年生.新日本新;r;..1970. p.23 
11) Neill. A. S. : The Problem Parent， London. Jenkins， 
1932， p 9 




~ 210ー 児 童 学
Summary 
We have various forms of parent education， among which the most popular are lectures and printed matters 
It is no doubt that these intellectual approaches are effective in providing parents wi th technical information 
However we need psychological approaches as well， when our aim is improvements in parental attitudes towards 
children 
This seems true especially when we expect to get parents to reconsider their ways of bringing up and to pay 
attention to the importance of child initiatives 
So as to testify this hypothesis， we had two practices of different approaches at our institute 
The comparison of these two led to a conclusion that more positive results could be expected of psychological 
approach 
(10 ) 
